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機 械 翻 訳 とその マ ーケ ッ ト

  シ ンガ ポ ー ルサ ミ ッ トに むけ て 一

                 東京大学大学院教授 辻井 潤…

 「機 械翻訳の歴史は、過剰 な期待 とその反動 と し

ての失望の繰 り返 しである」 とよ くいわれ る。実際、

翻訳 とい うのは、本職の翻訳家が行 って も、 なかな

か満足で きるものはで きない。 また、わか りに くい

ので、原文 を読んでみた ら原文 もやは りわか りにく

か った、 とい うの もよく経験 する ことであ る。翻訳

は、機械がやろ うと人間の専門家がや ろうと難 しい。

2人 の人間の コ ミュニケー シ ョンを助ける善意の第

3者 が、最後に誤 解の責任 を とらされて非難 される、

とい うのは よ くある ことである。

一種のマ ジックの ように見 えるだろ う
。語族の近い

日本語 と韓国語 の翻訳は、英語 と日本語の翻訳に く

らべ て、技 術的 には はるか に 「マ ジック」 の度 合い

が低 いのだが、その ように感 じる。

 結局は、使用者の両言語に関する知識がどの程度

かで、システムがマジックに見えるかどうかが決 ま

り、賞賛されるか どうかが決 まる。使用者の能力がシ

ステムの評価に決定的に影響するというのが、機械

翻訳を道具 としてみたときの大きな特徴であろう、,

 この第3者 の役割、しかも、異なる言語を使用す

るものの仲介者を機械が しようとするのが機械翻訳

システムだから、賞賛されることのない損な役割を

担うシステムではある。

 また 、機械翻訳 の ように、人間がで きることを機

械 にや らせ る技術はその難 しさが理解 されず、 なか

なか感心 して もらえ ない損 な技 術分野 だといわれて

きた。 しか し実際には、翻訳 とい うの は、 この よう

に人間 もうま くで きない ものであ るか ら、多少で も

うま くで きれば、膨 大な科学計算 を行 う計算機 シス

テムが賞賛の 目でみ られ るように、機械翻訳 も賞賛

の 目で見 られる ことは十分 にあ り得 る。

 機械翻訳が損な役割を担うシステムだと思ってい

たのは、実は、これまで翻訳の必要性がそれほど幅

広 くなく、使用者の満足のい く翻訳は人間であれば

作 り出せる、また、そのような人間(翻 訳家)が 十

分にいる、という幻想を社会全体が持っていたか

らではないか?

 た と えば、 ヨー ロ ッパ にい ると、彼 らにとって中

国語、 日本語でかかれたテキ ス トが英語や フランス

語 に翻訳 される ことは一種のマ ジ ックであ る、 とい

うことが よ くわか る,、あ るいは、韓国語の テキ ス ト

が 日本語 に翻訳 され るの をみて も、我 々日本 人には、

 い ままで、 日本では、その経 済効果 とい う点 から

英語 と日本語 の翻訳 システムに焦点が 当て られて き

た。 また、 システム使用者 も英語 を使 う必 要の ある

人、 したが って相 応の英語の能力が ある人を前提 と

していた。 このため に、 「自分が翻訳す れば もっ と

うまく翻訳 で きる」 とい う自信過 剰な使用 者か ら、

技術 のマ ジックと しての度合いを不 当に低 く評価 さ

れて きたのでは ないか?

 こ の状況 は、 ここ数年で大 きく変 わ りつつ ある,,

実 際、 ウェブブ ラウザー用の翻訳 システムで は、英

語 能力を さほ ど持 た ないユーザが それ を使用す るよ

うになって きてい る。 この ような傾向 は、 インター

ネッ トが社会に浸透すれば浸透す るほ ど強 くなるだ

ろ う。同時に、 インター ネッ トの浸透 は国際的 なコ

ミュニケー シ ョンにおけ る英語 の役割 を相対的 に低

下 させ ている ようで もあ る,,イ ンター ネッ トのユ ー

ザが広 がれば広 が るほど国内の情 報マ ーケ ッ トが 大

きくなる と同時 に、英語 をコ ミュニケーシ ョンの手

段 としない人た ちが国際的な コ ミュニ ケー ションに

参加する ように なって くる。

 そ の結 果 と して、国際的な情 報収 集が 日常的 に行

われ、た とえば、 日本の インター ネッ ト使川 者が韓

国語や中国語の ウェブサ イ トにア クセ スす る必 要性 、

英語の知識 が全 くない使川者が、英語 テキス トを読
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む必要性 は、近未来 どころか現在す でに起 こ りつつ

あ る、,機械翻訳がマ ジックとみ られる状況 は整 って

きてい るのであ る。

 ヨ ーロ ッパ におけ る多言語主義 の復活 は、文化面

での米国中心主義への反発 とい う復古主義 というよ

り、 む しろ、 インター ネッ トを通 じたコ ミュニケー

シ ョンの広が りへの適応 とい う現代 的、前向 きな意

味 を持 ってい る。あるいは、 インターネ ッ トを通 じ

た商取引(Electric Commerce)に お ける個別言語 の

重要性 を意識 した、 きわめてプラグマテ ィクなス タ

ンスだ と考え るべ きであろ う。

 ア メリカや ヨー ロッパにおける機械翻訳 、あるい

は多言語情報処理 に対する急激 な関心 の高 まり、 と

くに、中国語、韓国語、 日本語処理へ の関心 の高 ま

りは 、この ような具体的なニーズの高 まりを反映 し

てい る,,機 械翻訳が過 剰な期待 、あるいは夢 を売 り、

具体的 なニー ズを掘 り起こす時期 はすで に終 わった。

む しろ、具体的 なニーズがあ りそれに技術が どう応

えるか、 とい う時代になっている、, あ るいは、機

械翻訳技 術は、い ま人間の能力が応 えることので き

ない社会の要請、その要請に応 えるため のマ ジ ック

とな りえ る時代 を迎えつつある。

 機 械翻訳の技術者や研究者が 、企 業家 、使 用者 と

しての翻訳者 と出 会い、真剣 に議論 で きる唯一の会

議 と して、MTサ ミッ トが ある。この会議 は80年 代 、

日本 にお ける機械翻訳 の研究者 が、この分野におけ

る技術の使用者の重 要 さ、使用者 と開発者の交流の

重 要 さをいち早 く認識 し、 日本 の主導権 で始 まった

会議であ る。2年 に一度 、 ヨーロ ッパ、北 米、 アジ

アの機械翻訳協 会が交代 に主催 して きてお り、今回 、

その7回 目を迎 える。

 今 回のサ ミッ トは、アジア太平洋機械 翻訳 協会の

主催で 、イ ンターネ ッ トによるコ ミュニケー シ ョン

の世界的 な広が りと深化 を象徴す るよ うに、東洋 と

西洋 のコ ミュニ ケーシ ョンの接点的 な役割 を担 うシ

ンガポールで行 われる(本 年9月14日 一16日)。 アジ

アや 日本の経済危機 という逆風の中で はあるが、 ヨ

ーロ ッパ
、北米の企業家 、開発者 、研究 者の関心 は

高い。機械翻訳 という技術 の特殊性 は、使用 者、企

業家 、開発者 、研究者 の交流 を不可欠 な もの と して

いる。

 日本か ら も多 くの 人が参加 し、機械翻訳技 術が グ

ローバ ルコ ミュニ ケーシ ョンの時代 のマ ジ ックとな

ることに貢献 して いただければ、と思 っている、,

  男 き亡・灘

∠響 ノ珍

'嶢響影
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鍛賛澱精

MT翻 訳者の生活と意見

森本 健一(ロ サ ンゼルス在住、当会会員)

1.私 とコン ピュー タ

AAMT Journalに は どちらか とい うと、生産者 ない

しは研 究者か らの視点で書かれた記事が多い ような

ので、翻訳 者ユーザ と してのMTの 使用体験 をフィ

ー ドバ ックさせ ていただ きます。

関数機能付 き電卓一 シャープのポ ケコ ンーTandyの

ラ ップ トップー(以 下デ ス ク トップ)NECの9801E

‐PowerMac6100‐Dell Dimension Pentium166C/XPSo

こ れ は、北欧 の航 空会社で航空機運行管理者 として

社会への第一歩を踏み出 してか ら、旅客営業、人事

を経 て停 年前 退職 を決行 し、在米在宅翻訳者 と して

今 日に至 る までに使 用 した機種 を年代順に並 べた も

のです。関数機能付 き電卓 を含めたのは これ も立派

な電子計 算機だか らです。 シャー プのポケ コンでは

プ ログラ ミング言語 にBasicを 使 い航空運賃計 算 ソ

フ トを完 成、仕事 に使 ってい ま した。会社 を辞めた

の はTandyの ラ ップ トップ を使 用 してい た と きで

す。 コンピュー タが市販 され るようになる前か らコ

ンピュー タの可能性 に強い関心 を抱いていた私は、

今思えば必 要 もないのに微積分の復習 に没頭 し、通

勤電車では もっぱ ら数学関係の本 を読 んでい ま した。

そ して、Tandyの ラ ップ トップに巡 り合った とき、

これ さえあれば不 可能な作業は ない と思い込んで し

まったので した。 こう したパ ソコンを使 って航空運

賃計 算の能率向上 を会社 に提言 して受 け入れ られな

か った私は 自前で情 報サー ビスを始め ることをも く

ろみ、停年 を遥 か前 に して退職 を決意 しました。NEC

9801Eほ か周辺機 器を買い込み開業の準備 を始めて

いた私はある 日書店で将来実現す ることを夢見てい

た情 報誌の創刊号が書棚 に平積み されてい るの を見

て肝 をつぶ します。大企業の出版社が私の夢 をブル

トーザーで踏み潰 したのです,,気 を取 り直 した私は

自宅でで きる翻訳業へ と転身 をはか り、現在 に至っ

てい ます,,コ ンピュー タ さえあれ ば何で もで きると

早 とち りして会社 を辞めた私の不覚で した,,

そ れは ともか く、 コンピュー タはその 普及前 には厳

然 と していた理系 と文系の垣根 を取 り除か ない まで

も、引き下げたのではないで しょうか。現に、MT

の世界では文系 と理系の共同作業が不可欠になって

います。そこでは文系にも理系の発想が、理系にも

文系の知識が求められているはずです。文系でもコ

ンピュータ操作の技能がなければ少なくともアメリ

カではビジネス社会で受け入れられませんし、理系

で も業務内容の知識がなければコンピュータは無用

の長物です。これからも文理融合の傾向は強 くなっ

ていくのではないでしょうか。

2.機 械 翻訳 との 出会 い

1985年 、最 初 の市 販機 械翻 訳 ソフ トBravisが 世 に

出た ときには、早速デモ を覗 きに出かけた ものです 。

それで も、猜疑心 を捨 て切れない私 は開発 企業 の用

意原稿 によるデモで な く、私の持 参原稿で機械 翻訳

を見たい とい う意地悪 な動機 で、Bravisの デ モ係 員

に英語 の原 稿を手渡 したので した、、予想通 りの無残

な出来栄 えで したが、 とにか く英語が 日本語 に変換

される事実 に感動 した もので した,,し か し、時代 の

先端 を行 き過 ぎていたので しょうか、Bravisは や が

て姿 を消 しました。で も、その 日以来MTが 私 の頭

を離 れるこ とはあ りませんで した,、

英 日の翻訳 であれ ば400字 詰 め原稿 用紙 に手 書 き、

日英の翻訳 であれば タイプライターとい うのが通 り

相場 で したか ら、パ ソコンに よるワープロ処理 をほ

どこ した私 の印字原稿は クライア ン トに喜 ばれ まし

た。ワープロ専 用機は市販 されて間 もないころです

か ら、英 文処 理 のWangと かIBMの ワ ープ ロは 高

価で個 人の翻訳 者には手が出 ませ んで した。

ロサ ンゼルスのパ ソコンシ ョップで富 ヒ通 のMTソ

フ トAriasの カ タログを見たのはそれ か ら11年 経過

してか らです。ほか にどの ようなMTソ フ トが市販

されているのか も分か りませんで した 比 較する対

象の競合 ソフ トを調べ ることもままな らず 、最近の

MTソ フ トの価格に比べ る と5倍 くらいはす る英 日

・日英翻訳の製品 を別料金の 導ll博 門11Lll話辛書2分

野 とともに求め ま した 、早速 ・括 翻訳 で受 注英 文原

一3一



稿の全文をこの ソフ トにかけてみ ました。翻訳の出

来不出来 は ともか く、英文が 日本語 に変換 されて数

分で訳 出 されるこ とに素朴 な感動 を覚 えま した。 し

ば らくArias V3.0に お 世話 になった後 、 V4.0に ア

ップグ レー ドし、bekkoameの ホ ー ムペ ー ジで 知 っ

た東芝 のAstransac英 日版V3.0を 購 入 して現 在で は

両者に英 日の競訳 を させ なが ら愛用 してい ます。英

日翻訳 の受 注が圧倒 的に多い ため 、日英 につい ては

ご披露 するだけの体験 の蓄積 はあ りませ んが 、後 日

機会があれば感想を述べ たい と思 います。

両者の 優劣で すが、Atlasが 翻 訳 不能 で原文 の ま ま

返 して くる と きで も、Astransacは 律 義 に訳 をつ け

て くる ことが よくある点 を除 いては、実力 は伯 仲 し

ている とい うのが私 の感想です。 その後両 ソフ トは

バー ジ ョンア ップ された り、Atlasは 専 門用語 辞書

と併用 、Astransacで は 専 門用 語 辞書 が不 在 とい う

ような事情 か ら公平な製品比較 にはなっていないか

も しれ ません。

3.機 械翻訳 の実際

こう したMTソ フ トを使用 して最終製品 を仕上 げる

訳ですが、 まず私の作 業の手順 をご紹 介 しましょう。

私はMS Wordを ワー プロと して使 ってい ますが、作

業はセ ンテ ンスごとに区切 って行 い ます。 まず ソー

ス原稿 とターゲ ッ ト原稿(最 初は空白)を 画面 に開

き、Wordの ウ ィン ドウ機 能を利用 して ソース原稿

とターゲ ッ ト原稿 を上下に配 します。 ソース原稿の

セ ンテ ンス をコピー して一方 のMTソ フ トにか け、

訳文 をターゲ ッ ト原 稿にペ ース トし、同 じ作業 を も

う一方のMTソ フ トにつ いて行い ます,,こ うしてで

きた訳文 を上下に並べ ます,,前 編 集は しませ ん、、出

力 された両者の訳で より優 れた方 を採 用、後編 集と

い うより、訳文の表現 、訳語 で適切 な もの を採用 、

文章の構成はほ とん ど自力で行 い ます、,訳文をその

まま採 用で きるこ ともまれにはあ り、その ときには

快 哉 を叫び指 を鳴 らします,,そ うまで してMTに こ

だわる メリッ トは何 で しょうか、,これ は専 門用語辞

書 を使用 しているAtlasに つ い て特 に 言えるこ とで

すが、辞書引 きをかな り省けるということが ひとつ.

も うひとつは、原点 に返 った訳 文に教 えられ るとい

うことです「考えす ぎて訳 文が的 を外す ことが これ

で防げ ます,そ れ と、MTに 誤 訳はあ って も訳 し漏

れは まずあ りませんので 、 「抜 け」が な くなるとい

う効果が期待 で きます。 このため には、完成 した訳

文 をフレーズご とに区切 ってMTの 訳 と突 き合わせ

るとい う作 業が必 要に な ります。 こ うした一連の作

業は本来MTが 得意 とす る翻訳の高速化 に逆行す る

のではないか とい う疑問がでて くるで しょう。特 に

時間 との競 争 を強い られ る翻訳 者の場 合、MTの 省

時間 メリッ トがない ように思 えるか もしれ ませ んが 、

慣れればそれほ ど時間 を取 る作業で はあ りませ ん。

確か に、全体 としてMTを 使用 しために納期 を短縮

で きるとい うほ ど時間の節約 にはなっていませ んが 、

上記の ように捨て難 い メ リッ トがあ ります。MTソ

フ トのバー ジ ョンアップも頻繁 に行 われてい ます。

その都度上位バー ジ ョンを買 い続 けるほ ど翻訳者 の

懐は豊かではあ りませ ん。確か に近年MTソ フ トの

価格は誰で も気楽 に買 える レベ ル まで安 くな りまし

たが、常 に最新バー ジ ョンに買い替 える余裕 はあ り

ません。 メー カーの皆 さんへの お願 いですが 、少 な

くともワンバー ジ ョンで2年 はア ップグ レー ドしな

い ようご配慮 くだ さい。上記MTソ フ トのひ とつ で

バー ジ ョンア ップ した版 を購 入、試 した ところ前 に

比べほ とん ど変化が見 られ なか った経験 があ ります。

バ グの解消、機能の進化、他社 との競合等 、メーカ

ーと してバー ジ ョンア ップ したい事情 はあるで しょ

うが、ア ップ グレー ドで きず に、あせ りを感 じなが

ら旧バー ジ ョンのMTソ フ トを使 い続 けるユ ーザ の

心情 にも思い を馳せて くだ さるよ うお願 い します。

4.機 械翻 訳の泣 き所

MTで 翻訳 者が 苦労 するの は当然の こ となが ら翻訳

原稿が電子 ファイルに限定 され るこ とです。最近で

はソース原稿 も6、7割 程度 まで電子 フ ァイルで貰

える ようにな りましたが、そ うで ない場 合はFAX

か 宅 急便に よるハー ドコピーです,、いず れの場合で

も、印字品質が よけれ ばス キ ャナ ー とOCRで ハ ー

ドコピー原稿の電子 ファイルへの変換が可能ですが、

そ うい う場 合で もハー ドコピーが虫眼鏡で も読め な

かった り、読めて もスキ ャナー にかか らなか った り、

結局キーボー ドか らの 手作業入力 になって しまうこ

とが 多 く、折 角 の スキ ャナー ・OCRも そ の本 領 を

発揮 で きないこ とが少な くあ りませ ん,,残 念 なこと

にFAXに よ る原 稿受信が 圧倒的 に多 く、当然FAX

の 印 字品質は 一般 的に言って よ くあ りません,,勢 い

手作業の入力作 業に頼 らざるを得 な くなるのです,、
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それでも入力にかかった時間を料金に上乗せするこ

とはで きません。キーボー ドのブラインドタッチに

は多少自信があるのですが、それ も判読に問題のな

い原稿の場合であって、推理を最大限に働かせて一

字一句読み進んでい くの場合には、折角のキーボー

ド入力技能が活かせ ません。スキャナー とOCRが

使用で きる場合で もスペルチェックは欠かせず、結

構時間のかかる非生産的な作業となります。こうい

う翻訳工程以外の作業が入るため翻訳作業の合計時

間は手作業 とさほど変わらない結果になるのです。

ソース原稿が100%電 子ファイルになれば、作業の

スピー ドアップは確実に実現できます。

つ い で な が ら 、MTを 利 用 し た 翻 訳 例 を ご 覧 い た だ

き ま す 。

例1

1n a circuit, the amount of currenビ1'depends on its

resistance'R'and the voltage'E'.*

Arias(MT)

回 路 では、現在の*1*の 量 はその抵抗*R*と 電 圧

*E*に 依 存す る。

Astransac(MT)

回 路 で は、現在の*1*の 量 がその抵 抗*R*お よび

電圧*E*に 依 存す る。

最終訳例1

回路 に流 れる電流1の 量 は、回路 内の抵抗Rと 回路

に加 えられた電圧Eに よって決 まる,,*

例2

Depending on the type of materials, this cutting machine

can handle a diameter of 10 inches.*

Arias(MT)

材 料 の タイプに頼っていて、この打抜 き機は10イ ン

チの直径を扱 うこ とがで きる。

As[ransac(MT)

用 品 の タ イ プ に よ る と 、 こ の 切 断 機 械 は 、10イ ン チ

の 直 径 を扱 う こ と が で き る 、,

最終訳例2

素 材の種類 に もよるが 、この切 削機械では直径10イ

ンチ の ものを加工 で きる。*

5.電 子 辞書

以上私の翻訳作業 の手順 を ご紹 介 しましたが 、ここ

で欠かせ ないのが電子 辞書 です。手狭に なって きた

2Gb(執 筆 時14Gbに ア ップ グレー ド)のHDD(ハ

ー ドデ ィスク ドラ イブ)の スペー スを節約す るため 、

電子辞書 でCD-ROMの ま まで使 える辞書 はで きる

だけHDDに イ ンス トール しない で使 うように して

い ます。 そのため 、5枚 のCD-ROMを 収 容 で きる

CD-ROMチ ェ ンジ ャー を本体 に内蔵 、セ ッ トした

電子辞書 を必要 になった時点でデス ク トップ に開 い

て使 用 します。使 用 してい る電子 辞書 はMicrosoft

/小 学 館 のBookshelf、 Merriam‐Webster Dictionary、

Microsoft Press Computer Dictionary, Mosby'sMedical

encyclopedia(図 解 人体各部用語集)がCD-ROMの

ま ま、HDDに は 富 士通 の専 門用語辞 書(医 学 、薬

学)追 加 した英和 ・和 英(電 辞海)辞 書 を使 用 して

い ます。Bookshelfは 英 和、和英 は言 うに 及ば ず 国

語辞書 、類義語 辞書、時事用語集な どが入 ってい て

重 宝 して い ます。Merriam-Websterは 英 英 辞 書 、

Microsoft Press Computer Dictionary, Mosby'sMedical

encyclopediaも 英 語 版 です。 MTソ フ トとと もに こ

うした電 子辞書 をタスクバー に並べ、その都度必 要

な辞書のボ タンをクリ ック してデ スク トップに表 示

し辞書引 きを行 うのですが 、これが どれだけ能率 向

上に寄与 してい るか計 り知れ ない ものがあ ります。

ハー ドコピーの小学館Rand(7171 House大 英和 辞書 も

ペー ジをめ くるこ とがめ っき り少 な くな りま した、、

コンピュー タ関連用語 を調べ るコンピュー タ用語 集

も毎年最新の もの を1点 は買って、絶 え間 な く生 成

され るコンピュー タ用語の検索 に万全 を期す よ う心

がけてい ます。英 日の用語 集が出 るの を待 っていて

は間 に合 わないの で、ア メリカで 入手で きる、それ

もで きるだけ新 しい ものを求め るよ うに して い ます。

ちなみ に、上記 のComputer Dictionaryは 同 名の書 籍

に付録 として入っていた ものですが 、今で は付録 が

本体 のお株 を奪ってい ます、,ハー ドカーバーの本誌

はほ とん ど使 用 しませIL、 この ようにマ ルチ タスキ

ングを最大限 に利 用す るため コ ン ピュー タ本体 の

EDO RAMは128Mbと 本 機 としては最大限度 まで増
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設 しました。ついで なが らコン ピュータ本体付属の

その他 の周辺 機器 をご紹 介 します と、通常 のCD-

ROMド ラ イブ、1GbのJazド ラ イブ、 フロ ッピー

デ ィスク ドラ イブがあ ります。CD-ROMド ラ イブ

は ソフ トウエ アの インス トール用 と してのほか、作

業中 にCD(音 楽)を 再 生BGM演 奏 を させ る のに

使 用、Jazド ラ イブは もっぱ ら作 成 した文 書 フ ァイ

ルのバ ックア ップ用に使用 して い ます。以上 、MT

の本題 か ら外 れたようですが、電子辞書は私の翻訳

作 業に欠 かせ ない時間短縮用 ツール なのであえて ご

紹 介 させ てい ただ きま した。

6.MT翻 訳 者 は少数派

既述 のMTの メ リッ トにもかか わ らず、 MTを 使 用

す る翻訳者は少数派の ようです。限 られた私の交友

範囲で もMTを 利用 している翻訳 者は皆無 です。ベ

ンダーによればMTソ フ トの購 入者に翻訳 者 も若干

名い るとい うことですが、少数派であるこ とには間

違い ない ようです。少 なくとも出版 翻訳 家ない し文

芸翻訳家 にはMT使 用者は皆 無に近い もの と思 われ

ます。

私の ようにMTの 限界 を承知の上 で、そのメ リッ ト

を利 用す る職 業翻 訳者 が 少な いの は、ひ とつ に は

MTへ の期待 と現実 の落差 に幻滅 、翻訳 者 と しての

プライ ドか ら機械翻訳 とか 自動翻訳 とかを利用す る

ことに抵抗 を覚える、翻訳時 間の短縮 に寄与 しない、

MTソ フ トが パ ソコ ンにバ ン ドル され て一般 人が使

うようにな りプロ としての自尊心 を傷つ ける、など

いろいろ理 由は考えられ ますが 、現行MTに 不可避

の制約 を認識 した上 その メリッ トを最大限 に利用す

る発想 に転換す れば翻訳者のMT使 用 人口は飛躍 的

に増 えるのではないか と予想 され ます。 このために

は、 メーカー側 から翻訳者 を対象 とす る積極的な働

きかけが必 要か と思 われ ます、,この拙 文がその一助

になれば幸 いです、、

Webブ ラ ウザー専 用のMTソ フ トが多 く市販 され

るよ うにな りま したが、使い勝手は どうなので しょ

うか、,使用体験者の感想 を聞 きたい と思 い ます。少

な くとも、こう した ソフ トは翻訳者を対象 としては

い ない ようです,翻 訳者に とっての メリッ トが考 え

られ ないか らです 、

7.多 言 語の機械 翻訳

MTと 言えば、 日本人関係 者の間で は通 常、英 日、

日英 を指 す もの と相場 が決 まってい ますが 、これか

らは中国語、韓国語、英語以外の欧州系言語 を対 象

とするMTも 重要度 を増 して くるもの と思 われ ます。

特 に英語 と欧州系言語 との近似性 は 日本語 と英語 の

それ とは くらべ ものにな りませ んか ら、MTソ フ ト

の実 用度 はかな り高い もの と考え られ ます。今年 か

ら単 一通 貨ユ ーロが現 実の もの となった現在 、将来

にかけて欧州 との関わ り合いは ます ます深 ま り、 こ

のよ うなMTソ フ トに対する需 要は著 しく増大す る

もの と思 われ ます。

日本で発売 されてい るGloba且ink社 の 日本語 対欧 州

系言語 のMTソ フ トも英語経 由 と聞 きました。 日本

語対欧州 系言語MTソ フ トは まだ少 ない ようですが、

これは 日英以外 の言語ペ アの研究 の遅 れ、 日本側の

コーパス(用 例集)の 蓄積 の少 な さな どか ら考え ら

れる結果 とは思い ますが 、将来 にかけての進 化 を期

待 した い ものです。私 の 限 られ た予 備 調査 で は、

Windows95」 で も上記の 親 ソ フ トGlobalinkのPower

Trans且ator(英 語 対 独仏 伊西 各語)は 作動 す る よ う

です。近 日中 に実験 してみ たい希望 を持 ってい ます。

個人的 な語学の背景 にな りますが 、少年時代 を中国

で過 ご し、大学の教養学部で フランス語 、ラテ ン語 、

ドイツ語、中国語の授 業 を受講 ない し聴講 し、北欧

系の企業 に奉職 し、海外出張先の言語 を泥縄で学習

した経 歴か ら多言語に対す る興味には人一倍強い も

のがあ ります。

8.機 械翻訳者の夢

MTが 今 日の隆盛 を見る に至 った背 景 と してハー ド

ウエ アの飛躍 的進 化が あ ります。CPUの 高 速 化、

HDD容 量 やRAM容 量 の爆発 的増大 、 CD-ROM

の メ デ ィアの 出現 な どBravisデ ビ ュー時 とは比 較

にな らないほ どハ ー ドウエ ア環境の 充実 があげ られ

ます。 これか らもハ ー ドウエア環境 は同 じペ ースあ

るい はそれ以上のペ ースで高度化す るこ とが予想 さ

れ ます。 コーパ スの蓄積お よび体系化 には公的機 関

による本格的 介入と速やか な着手 と実行 、 メーカー

間の協力が必 要で しょうが 、MTソ フ トのア ルゴ リ

ズムの革 新、AIの 実 用化 とMTへ の取 り込 み が進

めば冗句 とは ならないMTに よる翻訳精度の向 ヒが

現 実の もの となるのではないで しょうか,、
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MTの 主題からは外れますが、日頃私 ども翻訳を生

業とする者の名称の不統一について触れておきたい

と思います,,通常、出版書籍の翻訳を行えば翻訳家、

技術文書の翻訳を行えば翻訳者、翻訳技術の審査機

関から翻訳 レベルの認定を受けて翻訳 を行えば翻訳

士となるようですが、用法上の便宜はともか く、翻

訳者の私には何とな く階級差別の匂いが します。将

来は一律に翻訳者という呼び名に統一されることを

望み ます。その上で 、出版翻訳 者、産 業(ま たは技

術)翻 訳者 、XX機 関資格認定 翻訳 者のよ うに表現

すれば よいのでは ないで しょうか,,

*株 式 会社 アルク翻訳事 典98佐 藤洋 ・「プロの 翻訳

に必要 な原文解釈力 と表現力」p160/161

(森 本 健一、Eメ ー ル、 jemtrans@earthlink.nct)

難
驚織

事務局だより

委 員 の 交 替

次の とお り委員の交替があ りましたので、お知 らせいた します、,

[運営委員会]

退任 石崎  俊

就任 坂本 義行

慶鷹義塾大学

東京家政学院筑波女子大学

[編集委員会]

新任 熊野  明  株式会社 東芝
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技術摯発がり

コ ーパ ス か らの動 詞格 フ レー ムの獲 得

奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 宇津呂武仁

1.は じめに

 動 詞の格 フレーム(ま たは下位範疇 化フ レーム)

とは、動詞が どの ような格を とり、 また格 要素 とし

て どの ような名詞 をとるかを記述 した もので、構文

解析 をは じめ と して、 自然言語処理 の様 々な局面で

重要 な役割 を担 っている情 報です 。例 えば、市販の

機械翻訳 システム などでは、格フ レームに相 当す る

情 報 を内蔵 して、構 文解 析な どの段階 で、何 らかの

形で使 用 してい ると考え られ ます。格 フレームの情

報 を一般利用者 に対 して公開 している もの としては、

情 報処理振 興事業協会技術 セ ンター(IPA)に よ っ

て 開発 されたIPAL動 詞 辞書[IPA87]が あ ります。

IPAL動 詞 辞書は、 日本語の和語動 詞861語 について 、

格 フレーム を含む様 々な情報 を計算機上で記述 した

ものです、,例えば、「買 う」 とい う動詞 の辞書記述 に

おいては、四つの語 義が設定 されてお り、各語義 に

ついて以下の ような格フ レームが記述 され てい ます。

1

2

3

4

(語義)代 金を払 って何 かを自分の もの にす る

N1【humlorg】 ガN2【conlabs】 ヲ買 う

(語義)相 手のため に自分が代金 を払 って

    品物 を与 える

N1【hum/org]ガN2[humlani】 二

   N3【con/abs】 ヲ買 う

(語義)自 分の行為 や関連 した事柄で、

    他 人 に悪感情 を起 こ させ る

N1【humlorg】 ガ(N2【abs】 デ)

(N3【humlorglabsl二/カ ラ)

N41men】 ヲ買 う

(語義)値 打 を認め る

N1【hum/org】 ガN2[cha/men/act]ヲ 買 う

こ こ で 、hum(人 間)、org(組 織 ・機 関)、con(具 体

名 詞)、abs(抽 象 名 詞)、ani(動 物)、mcn(精 神)、cha

(性 質).act(動 作 ・作 用)な ど は 、 名 詞 の 意 味 素

性 を 表 し て お り 、IPAL動 詞 辞 爵 で は18個 程 度 の 意

味 素 性 を 用 い て 、 そ れ ぞ れ の 格 が と り う る 名 詞 の 意

味的 な範囲 を限定 してい ます。

 一 方、機械翻訳 にお ける相手言語へ の訳 し分けの

観点か ら、大規模 かつ詳細 な動詞格 フ レーム を記述

した辞書 と して、Nlrrで 開 発 され た 「日本語 語彙

体系」[池原97]が あ ります。 日本語 の用 言について

は、6,000語 の 用 言の格 フ レーム14,㎜ パ ター ンを

記述 してお り、格要素 の名詞の意味 的制約 の記述 に

おい ては、3,㎜ 種類 の意味属性 を用 い てい ます。

また、一つの動詞 の複数 の語義 を分類す る際 には、

翻訳の際 に英語訳が 同 じになるか どうか とい う観 点

で、語義が分類 されてい ます。

 これ らの格 フ レーム辞書 は、いず れ も、人間の辞

書記述者がた くさんの例文 を収集 し、それらの例 文

などを分析 した後 、それぞれの動詞の用法 を格フ レ

ーム とい う形で書 き下す ことによって構築 された も

のです。一方、近年、大規模 なコーパ スが利用可 能

になるのに伴って、形態素 ・構文情報の付与 されて

いない コーパスや、逆 に形態素 ・構文情報の付与 さ

れている コーパ スか ら、動詞の格 フ レー ムを自動 も

しくは半 自動で獲得す る手法の研 究が行われてい ま

す。残 念なが ら、現 時点 においては、辞書の規模の

面 において、人手で構築 された格 フ レーム辞書 を上

回る ものが自動 的 または半 自動的に構築 された とい

う事例 はあ りませんが、一般 に、 自動 も しくは半 自

動 で格フ レーム辞書 を獲得する とい うア プローチ に

は、以 下のよ うな利点があ ります。1

●膨大な人手コス トを軽減できる、,

●計算機により客観的に判断できる部分が多くな

 るので、構築された辞書中で互いに矛盾する部

 分を減らすことができる。

●分野ごとに異なる格フレーム辞書が必要な場合

 1コ ーパ スを利用 した 自然言語処理手法 につ いては 、近年盛 んに

研究 が行われ てお り、品 詞付 け ・形態素 解析、構文 解析、語義 曖

昧性解消 な どの処理 につ いては、規則 に基づ く手 法 と比較 して も、

同程度かそれ以 上の性能が得 られてい る もの も少 な くあ りませ ん

(た とえば、[Charniak97、量de98、言語処理学 会99]1。
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  に、それぞれの分野のコーパスが用意できれば、

  低コス トで分野依存の格フレーム辞書が構築で

  きる。

 ●格フレーム獲得の際の格フレームの評価基準を

  柔軟に調節することにより、獲得 される格フレ

  ーム辞書が柔軟に調節できる可能性がある。

 ここでは、コーパスから格フレームを獲得する手

法に関する研究を以下のような観点で分類 し、それ

ぞれの研究について解説 していきます。まず、元と

なるコーパスがあらかじめ解析済であるか否かによ

って、大きく以下の二つの分類することができます。

(1)未 解 析 コーパスか らの動 詞格パ ターンの抽出

(2)構 文 解析済 コーパスか らの動詞格 フ レームの獲

 得

さらに、(2)に つ いては、格 フ レー ムの記述内容の う

ち、どの部分の獲得 に焦点 を当て るか によって、以

下 の研究 に細か く分類す ることがで きます。

(2a)格 要素の意味的汎化レベルの学習

(2b)格 の間の依存関係の学習

(2c)動 詞の語義の分類

(2d)下 位範疇化優先度の学習

以 下では、これ らの分類 に したがって、解 説を して

い きます。

2.未 解析 コーパ スからの動詞格 バターンの抽 出

 この タイプの研 究[Brent93、 Manning93、 Briscoe

97]で は 、対 象 としている言語 は、そのほ とん どが

英語で、未 解析 の英語 コーパ スに対 して、パ ター ン

マ ッチ ングあるいは簡単 な解 析 を施す ことにより、

各動詞が とりうる格パ ター ンを抽 出 します,,こ こで、

獲得の対象 となる格パ ター ンと呼んでい るものは、

前節のIPAL動 詞 辞書 の例の ように、動詞が とりう

る格お よび格要素の名詞の意味的制約の うち、動詞

が と りうる格のみ を記述 した ものです。例 えば、英

語の場 合、主語+目 的語 、主語+that節 、 主語+不

定詞句 、主語+目 的語+that節 、 セ語+目 的語+不

定詞句、主語+二 重 目的語、 などの文 型パ ター ンが

ここでの格パ ター ンに相 当 します,こ れらの研究 に

おいて は、以下の 手順に したが って、動詞の格 バタ

一 ンが抽出 され ます。

2.1 未解 析 コーパ スに対 する言語解析

 まず、未解析 コーパスに対 して、何 らかの言語解

析 を行い ます。 この際 には、言語解析結果の曖昧性

は考慮 せず に比較 的浅 い処理 のみを行 い、 もっ とも

信頼性 が高 く、解析誤 りも少ない と考 え られ る結果

のみ を選定 し、後 の処理 に利用 します。 たとえば、

〔Manning93]で は 、品詞付 けの 後、有 限状態 パ ー

サーに よる構文解析結果 で曖昧性の ない部分のみ を

同定 し、 また、[Briscoe97]で は 、同様 に 品詞 付 け

の後、確 率的LRパ ーサ ーの最尤解のみ を利 用 しま

す。一方 、[Brent93]で は 、品詞 付 け ・構 文 解 析 な

どは行 わな くて も確実 に抽 出で きる格パ ター ンのみ

を対象 と し、代名詞 ・冠詞 ・助動詞 ・接続詞 などの

クローズ ・クラス語 の辞書 とこれを利用 した パ ター

ンのみを用いてい ます。

2.2バ ター ンマ ッチングによる格バ ター ンの検 出

 次 に、あ らか じめ抽 出の対 象 とす る格パ ター ンに

ついて、 その形 を記述 してお き、言語解析結果 との

間でパ ター ンマ ッチ ングを行 うこ とによ り、格 パ タ

ー ンを検 出 します
。[Brent93]で は 、品 詞付 け ・構

文解析 な どは行 わ な くて も確実 に抽 出で きる格パ タ

ー ンと して 、主語+目 的語 、主語+that節 、 主語+

不 定 詞句 、主語+目 的語+that節 、主 語+目 的語+

不 定詞句 、主語+二 重 目的語 の6種 類 を対象 として

い ます。一方 、[Manning93]で は 、19種 類 の テ ンプ

レー トお よびその うち前置詞を語彙化 した格 パ ター

ンを、[Briscoe97]で は 、160種 類 の格 パ ター ンを対

象と してい ます,,

2.3統 計 的 フ ィル タリング

 最 後 の処 理 と して 、[Brent93]は 、抽 出 され た 格

パ ター ンが どの程度信頼で きるかを、統 計的検定 法

を用 い て 判 定 す る方 法 を提 案 し ま した、,また、

[Manning93、 Briscoe97]に つ いて も、この方法 を

採 用 してい ます,,

2.4評 価

 事 例 と して挙 げた 各研究[Brcnt93、 Manning93、

Briscoe97]は 、 対 象 とす る格 パ ター ンの 数 と種 類

が異 なるので 、単純 な比較 はで きませんが、対象 と
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名詞クラス階層A

             物

           n
          生物

         n
        動物

__爪
    鴻 熱 鱒 ほにゆう類

//＼ ＼
    ×x×x-一 用例

図1 動詞 「飛ぶ」の主語となる名詞クラスの最適

   な一般化レベル

する格パ ター ンを6種 類 に限定 し、再現率は低 くて

もよいか ら信 頼性 の 高い結果 を目標 と した[Brent

93]に お いては、元 となった コーパ スに対 して、格

パ ター ンのタイプの レベ ルで60%の 再 現率 ・96%の

適 合率 を達 成 してい ます。一 方、[Briscoe97]で は 、

対 象 と した160種 類 の格 パ ター ンに対 して、43%の

再現率 ・77%の 適 合率 を達成 してい ますU

3.格 要 素の意味的汎化 レベルの学習

 格 フ レームの記述 においては、動 詞がそれぞれの

格 の格 要素 と して どの ような名詞を とりうるのかを

指定す る必要があ り、通常 、何 らかの意味 素性 また

はシソーラスなどの大規模な意味 体系 中の意味属性

を用いて、格要素の名詞の意味 的な範囲 を指定 しま

す,,一 方、 コーパ スか ら格フ レームを獲得す る際 に

は、格要素の名詞の事例 を入力 として、シソーラス

などの大規模 な意味 体系中で、格 要素 の名詞の意味

的制約の最適な一般 化 レベルを決定す る必 要があ り

ます,,こ れは、例 えば、図1に 示す ように、動 詞「飛

ぶ」の主語の用例が多数与 え られ た時 に、図中の名

詞 クラス階層 において最適 な.一・般化 レベ ルを決定す

る問題に相当 します,

 この問 題に対 して、[Resnik92]は 、[Church90]の

相'1二情 報量を用 いた単語間共起の抽11111一法 を拡張 し

て、動 詞 と格要素の 名詞 クラス問の共起を測定 する

Association Scoreを 提 案 し、この尺度 を用いて 、動 詞

と目的語の名詞 クラスの間の共起性 を測定 しました。

あ る動詞Vが 格rの 格要素 と して名詞 クラスCを と

る場合の共起性 を表すAssociation Score A(c lり, r)

は、 レの格rの 格要素 にcが 出現 す る条 件付 き確率

と格rの もとでの りとcの 相互情報量 を全 コーパス

か ら求め 、これ らの積 と して以下の よ うに定義 され

ます。

            P(clレ のA(
clv,r) °P(clv,r)log            

P(c)

こ こ で、第 一項 の条 件付 き確 率 がVとCの 共起 の

一般 性 を表 し
、第二 項の 相互情 報 量 がVとcの 共

起の強 さを表 します。表1に 、無作為 に抽出 した15

個 の英語動詞 について、Association Scoreの 値 が最

も高か った 目的語の名詞 クラス を示 します。 ただ し、

名 詞 ク ラス と して は、WordNet[Miller95]の 名 詞

クラスを用いてお り、それぞれ、"〈単語 、類 義語の

集合 〉"によって記述 されてい ます。

 また、[Lig8]は 、 木構造状 の シソー ラスの カ ッ ト

上の確率モデルを用いて格要素の名詞の意味的制約

を表す確 率 モデ ル を定 義 し、記述 長最 小(MDL)

原 理[Rissanen89]に 基 づい て、動 詞 と格要 素の名

詞の事例 か らこの確率 モデルを学 習する手法 を提 案

し ま した。例 と して、WordNet[Miller95]を 木 構

造状 に変換 した シソー ラス上 で、動 詞"ぞ α'"の 目

的語 の意味的制約 を表す確率モ デルを学 習 した結 果

を、図2に 示 します。 図中の数値 は、それぞれの意

味 的制約 が動 詞"eat"の 目 的語 となる確率 値 を表

してい ます。[Lig8]は また、学習 された意味的制約

を英語の 前置詞句付加 の問題 に応用 し、その評価 を

行 ってい ます、、その結果 、[Resnik92]のAssociation

Scoreに よ く似たSelectional Association[Resnik93]

と比 較 して、[Lig8]の 確 率モ デルの方が高い精度 を

達成 した と報告 してい ます、、

4.格 の間の依 存関係 の学習

 格 フ レームの記述においては、それぞれの フ レー

ム ごとに、動詞が と りうる格の組合わせ を指定 して

お く必 要があ りますが、 コーパスか らの格 フ レーム

獲得において も、動 詞 と格要素の名詞の共起の 事例

か ら、動詞が どの ような格のiil合 せ をと りうるのか

を決定 しなければな りませ ん,、また、.…般 に、動詞
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表1:[Resnik92]に よ って抽出 された典型的 な目的語の クラス

A(v,c) 動詞v 目的語の クラスc 目的語の例

0.16

0.30

2.39

1.15

3.64

0.27

1.76

0.45

0.81

2.29

o.as

0.39

0.66

0.34

0.45

call

catch

climb

close

cook

draw

eat

forget

ignore

mix

move

need

stop

take

work

(someone,[person]

(looking_at,[look])

(stair,[step]

〈movable-barrier,【_】 〉

(meal,[repast])

(cord,[cord)

(nutrient,[food])

(conception,[concept])

(question,[problem)

(intoxicant,[alcohol])

(article_of_commerce,[...]j

(helping,[aid])

(vehicle,[vehicle])

〈spatiaLproperty,【...]〉

(change_of_place,[...])

(pname, man,...

(eye)

(step,stair)

(door)

(meal,supper,dinner)

(line,thread,yarn)

(egg,cereal,meal,mussel,celery,chicken,...)

(possibility,name,word,rule,order)

(problem,question)

(martini,liquor)

(comb,arm,driver,switch,bit,furniture,...)

(assistance,hellp,support,service,...)

(engine,wheel,car,tractor,machine,bus)

(position,attitude,place,shape,form,...)

(way,shift)

TOP

<entity> <abstraction>

0.10

一般化 レベル
・life」。m… ・0

.11
<object> 〈measure,quantity,amount,...〉 <space> <time>

0,08

〈plant...〉 〈animal_〉

     i
<mushr◎ ◎m> 〈lobster>

<substance>      <art'rfaCt...>

0.39/

      <solid>  <fluid>  〈...〉

  ¶       〆  ＼
<horse>           <10bster>  〈pizza>

 、
<「ope>

図2:[Lig8]に よ り学習 され た動詞'eat"の a的 語 の名詞 クラスの最適 な ・般 化 レベ ル

一11一



表2  [Lig6]に よ り抽出 された格の問の依存関係

詞動

add

blame

buy

climb

compare

convert

defend

explain

file

focus

acquire

apply

boost

climb

fall

grow

improve

raise

sell

think

依存関係にある格

object

object

object

object

object

object

object

object

object

object

from

for

from

from

from

from

from

from

to

of

to

for

for

from

with

to

against

to

against

on

for

to

to

to

to

to

to

to

for

as

の格には、必 ず共起 しなければな らない必須格 とよ

ばれる格 と、必 ず しも共起 しな くて もよい任意格 と

い う格の区別があ り、よ り厳密 には、この区別 も決

定 しなければな りませ ん。 また、一二つ以上の格の間

に、正 または負の共起 の依存関係(す なわち共起的

または排 他的な依存関係)が ある場 合には、この依

存関係 も学 習す る必 要が あ ります、、

 これ らの問題 に対 して、[Lig6]は 、格 が二つの場

合に限定 して格の問 の依 存関係 を学習す る手法 を提

案 してい ます、[Lig6]は 、 記述 長最 小(MDL)原

理[Rissanen89]に 基 づい て、二つ の確 率変 数の間

の依存関係 を判定す る手 法[Suzukig3]を 用 いる こ

とに より、 二つ の格が依存関係 にあるか否か を判定

してい ます、、この 方法で 、英語の動詞の格の うち依

存関係 があると判定 され たものの例 を表2に 示 しま

す 、 また、[Lig6]は 、 これ らの依存関係 を、英語 の

前置詞句付 加のlllj題に適川 した結果、格の依存関係

を考慮 しない[Lig8]の 方法 よりも高い精度 を達 成

した と報告 して います ただ し、[Lig8]で 依 存関係

が判定で きたの は、格の レベ ルの問のみで 、格 要素

の意味 的制約の間で は依 存関係 を検 出す ることはで

きませんで した。

 また、[春野95]は 、複 数の格お よびそれらの格 の

格要素の意味的制約 の記述 を許 した一般的 な格 フ レ

ー ム の獲 得 に お い て
、記 述 長 最 小(MDL)原 理

[Rissanen89]と 同 様 の考え方 に基づ く手法 を提案

してい ます。 この方法 によ り、 日本語動詞 の格 フ レ

ー ム獲得 を行 った結果 、複数の格 に対 して意味 的制

約 を持つ格 フ レームが獲 得 されてい ます。 この方法

は、格の依存関係 を明示 的に判定 しているわけでは

あ りませ んが、格 フ レームのコ ンパ ク トさの観点 か

ら、複数の格 を持つ 格フ レームが よ り適切 である と

判定 されてい ると考 えるこ とができ ます。

5.動 詞の語義の分類

 一 般 に、格 フ レームを記述す る際 には、動詞 の語

義の違い を考慮 して、語義 ごとに格 フ レームを記述

す る必 要があ るため 、コーパスからの格 フ レーム獲

得 において も、 自動的 もしくは半 自動的 に動詞 の語

義の区別 を行い 、語義 ご とに格フ レームを獲得す る

必要があ ります。

 この問題 に対 して 、たとえば、[春野95]の 方 法で

は、格 フ レームの コ ンパ ク トさに基づ いて 、一つの

動詞 に対 して複 数の 格フ レームを獲得す ることがで

きます。 また、[宇津 呂93、Utsuro96]で は 、単言語

の情 報だけで な く、二言語が対訳 になった コー パス

を利用す ることによ り、単言語の動詞の 多義性 をよ

りきめ細か く類別す る手法 を提案 してい ます。一般

に、単 言語の情 報 だけを利用す る場合 には 、格 要素

の名詞がその言語の シソーラス中で どの ような分布

をしているか を調べ ることによ り、動詞の複数の語

義 を類別す ること しかで き ません、,しか し、 一一 語

の情 報 を利用す ることがで きれば 、格 要素の名詞の

シソー ラス中での分布の微妙 な違い を、他 言語への

翻訳結 果の違い によって検出す ることがで きる とい

う利点 があ ります,,

 例 え ば、[Utsuro96]で は 、 日 英 の 対 訳 文 を

[Matsumoto93]の 方法 に より構造 的 に照 合 した結

果において、英語動 詞の英語 シソーラ ス中の意味 ク

ラス と、格要素の名詞の 日本語 シソー ラス中の意味

クラスの間で相 η:情報量を計算 し、用例全体の('F'

均)相 圧情 報 量が最大に なる ように、 日本語動 詞の
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表3 [Utsuro96]に よる他動 詞/自 動詞の用法 の類別 の例

1日 本語動詞ll英 語 クラス(CE)1日 本 語 フレーム(ノJ)(シ ソー ラス中の レベル,例)

張る

ひ く

ひら く

かなう

expensive(Leaf)/が:値(Leaf)

Special Sensation(Leaf-3, freeze)/が:15130-11-10(Leaf,氷)

Acts(Leaf-2, persist,stick to)/を:13040(Levels,強 情)

Decrease(Leaf-1, subside)/が:151(Level3,洪 水)

Results of Reasoning(Leaf-2, catch, have)1を:1586(}11(Level6,風 邪)

Intellect(Level1,0pen)1が:14(生 産 物)(Leve12,戸)

hold(Leaf)!を:13510-1(Leve16,会 合)

Completion(Leaf-1, realize)!が:1304(Level4,願 い)

Quantity(Leaf-3, equaり1に:12000-3-10(Leaf,彼)

1用 例数

3

3

7

2

26

12

3

8

8

相互情報剰

0.299

0.237

0.459

o.ios

0.421

0.339

0ユ14

0.460

0.504

語 義 分類 を決定す る方法 を提案 してい ます。例 と し

て、英 語 シ ソー ラ ス と してRogetの シ ソ ー ラ ス

[Rogetll]を 、 日本語 シソー ラス と して分類語 彙

表[国 研93]を 用 いた場 合 に、 [Utsuro96]の 方 法

によ り、日本語の 多義動詞 の他動詞/自 動詞用法 を

類別 した結果 を表3に 示 します。表3か ら分 かるよ

うに、英語側の動詞の意味 クラス と日本語側 の格お

よび格要素の 名詞 の意味 クラスの組 の一つ一つが 、

多義動詞 のそれぞ れの語義 に対応す る とい う結果が

得 られてい ます。 また、実験 の規模 は小 さいですが 、

[Utsuro96]の 方 法 によ り動詞の 用例 の語義分類 を

行った結果 と、人手 で語義 分類 を行った結果 を比較

する と、複数の語義 が誤 って混在す る割 合は約6.7

%で 、 また、語義 数の比較 においては、 人手に よる

分類の語義数 と比 べ て、自動分類 で は約2.5倍 の 語

義数になるい う結 果が得 られてい ます。

6.下 位 範疇化優先度 の学 習

 これ まで、3、4、5節 では 、主と して、格 フレ

ームの記述内容の様 々な部分 に焦点 を当てて 、それ

らの部分 に関する情報 をコーパ スか ら獲得す る手法

について解説 して きま した、,一方 、自然言語処理の

過程 において格 フ レー ムを利用す る場 合、最 も重要

な利用法の一つ と して 、構 文解析 にお ける統語的曖

昧性解消での利用があ ります、,したが って、コーパ

スか ら格 フ レーム を獲得す る際 に も、構 文解析 にお

ける統語的曖昧性解消 を}三目的 とし、この性能が最

適化 され るように格 フ レームを獲得す る とい うアプ

ローチを考えるこ とがで き ます、

 例 えば、これ まで紹 介 した研究 の うち、格 要素の

名詞の汎化 レベ ルの学 習 を行 う手法(3節)で は、

[Resnik93]のSelectional Associationや[Li98]の

確 率モ デルを英語 の前置詞句付加の問題に適用 し、

統語的曖昧性 解消 の性 能 を評価 してい ました。 しか

し、 これ らの研 究は、

●統語 的曖 昧性 解消の性 能 を最適 化す る ことを主

 目的 として格 フ レーム を獲得 していない。

●一つ の格の格要素の意味的汎化 レベルの学習 に

 と どまってお り、複数の格 を持 つ 一・般 の格 フレ

 ー ムを対象 と してい ない

といった点 で、格 フ レー ムを用いた統語 的曖昧性解

消 とい う観点か らは 十分ではあ りませんで した,,

 こ れ に対 して、[Utsuro98]で は 、統語 的曖昧性 解

消 の性 能を最適化す ることを主 目的 として、複数の

格を持 つ一般 の格 フ レームを対象 として、動詞が格

要素を とる(「下位範疇化す る」 ともいい ます〉優 先

度(以 下では 、下位範疇 化優 先度 と呼び ます)を 学

習す る手法 を提 案 してい ます、[UtsurogH]の 方 法は 、

基本的 には 、[Lig8]の 方法 と同様 に、動 詞が格 要素

の名詞 を下位範疇 化す る確率 を表す確率モ デルを学

習す るとい う ものです、、この確率モデ ルの学習の際

に は、i)そ れぞ れの格 要素の 名詞の意味 的 制約 は

どの程 度の汎 化 レベ ルで 記述 すれば よい か、ii)格

の 間 にどの よ うな依 存関係が あるか 、の:つ の こと

を決定す る必 要があ ります「 これ らの1つ の情 報は

お 互い に複 雑に関係 し合 うので、[Utsur〔〕98]で は 、

これ らの複雑 に関係 し合 う情 報を統 ・的 に取 り扱 え

るモデ ル と して、最 大エ ン トロ ピーモ デ ル[Dclla

一13一



Pietra97、 Berger96]を 採 用 して い ます。 また、モ

デル選択の際のモデ ル評価基準 としては、1)記 述

長最小(MDL)原 理[Rissanen89]に 基 づ く基準 、

2)統 語的曖昧性解消の性 能 を直接評価す る基準 と

して、別途用意 したデー タセ ッ トを用 いた下位範疇

化 テス トに基づ く基準、の二つの基準 を併用 してい

ます。具体的には、 まず、デー タスパース性の問題

を考慮 し、 また、モデルの探索空 間を制限す るため

に、1)のMDL原 理 を用いてモ デル探索 を行い、

次 に、2)の 下位範疇 化テス トによってモ デル探索

過程で得 られた各モデルを評価 し、最適 なモデ ルを

選択 します 。小 規模 な実験 の結果では 、格の依存関

係 を許 さないモデル、最 も汎化 レベ ルの高いモデル、

記述長最小 モデルな どの どの対照モ デルと比較 して

も、この手順 で選択 されたモ デルの方が高い性能 を

達成 してい ます 、,

7.お わ りに

 コーパスか ら格フ レームを獲得す る手法について、

利用す るコーパスの 形態の違いや、格 フレームの記

述の うち獲得対 象 とす る部分の違い を考慮 して、そ

れぞれの研究 事例の紹介 を行 って きま した。最後に、

これ までで触 れることがで きなか った事項について

い くつ か触れ たいと思い ます,,

 まず 、 (特 に構文解析済 コーパ スか ら格フ レーム

を獲得す る際 に)獲 得 された格 フレームを どのよう

に評価すれば よいか についてですが、これ までの研

究で行われて きた評価方法を整理す る と、大 き く次

の二つ に分ける ことがで きます,,

a>人 間 用の辞書や人手で記述 された格フ レー ム

  辞 書な どと比較 して、 どの程度の格 フ レー ム

  が 獲得 されたかを評 価す る,

b)獲 得 された格 フレームを統語解析等 に利用 し、

 統 語的曖昧性解消の性能で評価す る、,

この うち、a)の 方は、い わば 、人間が見て格 フレ

ームが どの程度理解 しやす く直観 と …致 しているか

とい う基準 に相当す るの に対 し、逆 にb)の 方は、

計算機が統語 的曖昧性解消の処∫「艮を行 う際に、そこ

で利 用す る格 フ レームが どの程度妥 当であるか とい

う基準 に相当 します したがって、これ らの 二つ の

方法 による評価結 果が 矛盾する1可能性 は1』分 にあ り、

例 えば、統語的曖昧性 7削 こおいては、動 詞の複数

の語義 をどの ように分類す るか とい うこ と(5節)

は あま り問題 にはな りませ ん,ま た、この二つの評

価方法の うち、b)の 方 は、統語 的曖 昧性 解消 の性

能 とい う客 観的 な尺度 で評 価 で きる の に対 して、

a)の 方は 、評価の際 に用い る既 存の辞書 の影響 を

受 けやす く、あ ま り客観的 な評価 とはいえ ませ ん。

この ように、現在の ところ、 人間 が見 て格 フ レーム

が どの程度理解 しやす く直観 と一致 しているか とい

う基準で、格 フレー ムの客観的評価 を行 うこ とは容

易ではあ りません。

 この ような現 状 をふ まえて 、[中塚98]で は 、格 フ

レームの完 全な 自動獲得 を目指すので はな く、格 フ

レーム獲得における計 算機 と人間の役割分担 を行い 、

計 算機 による判断が困難 な部分や計算機の判断が誤

った部分について、人間が柔軟 に判定 ・修正 を行 え

る ような支援環境 を作成 してい ます。 この支援 環境

は、図3の ような インタフェー スを持 ち、 人間は、

格 フレームの階層 的 クラ スタリング ・格要素の名詞

の意味 的制約 の シソーラス ・コーパ ス中の用例 など

を柔軟 に閲覧 しなが ら、各人の基準に したがって、

格 フ レームの取捨 ・選択 を行 うこ とがで きます。

 また、これ まで紹 介 して きた技 術は、いずれ もコ

ーパスから格 フ レームを獲得す るために開発 された

要素技術ですが 、これらの技術 は、人手で構 築 され

た既存の格 フ レーム辞書 を客観的 に検 証す る とい う

目的 に も適用で きると考 えられ ます。現在 のところ、

その ような研究事例 はまだあ りませ んが 、今後 はそ

の ような方向の研 究 も行われ ると思 われ ます、,また、

機械翻訳での利用 を目的 と して 、ここで紹 介 した技

術 と密接な関係 にあ る手法 によって翻訳知識 を獲得

す る とい う研 究 もい くつ か あ り ます(例 え ば、

[Almuallim94、 田 中95、 北 村96]),,な お 、格 フ レー

ム獲得 と翻訳知識獲 得の大 きな違 い と しては、翻訳

知識の場 合には、相手言語へ の訳 し分けの観点 か ら

翻訳 知識が細 か く分類 される とい う点 が挙げ られる

で しょう,,
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事務局だより

Eメ ール ア ドレスの 変 更

 AAMT事 務 局のEメ ールア ドレスが 、4月1日 か らいずれ もor→neに 変 更 にな りましたので 、訂 正 く

だ さい ます ようお願 いいた します。

     (旧)

JWD O5467@nifty.or.jp y

aamt OOOI@in量'otokyo.〔}rjp →

aamt OOO2@infoこokyo.orJP →

aam吐0003@infouiky〔 ⊃.orjp →

   (新)

JDW O5467@nifty.ne.jp

aamt oOO1@infotokyo,nc. .IP

aamt(X)02@infokikyi)。nc. .IP

aamt(X}03@infotoky《i.nc. _IP
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Java言 語 に よ る機 械 翻 訳 シス テ ムの 実 現
             沖電気工業株式会社 研究開発本部

             関西総合研究所 自然言語プロジェク ト 永田 淳次

1 は じめに

 機械 翻訳 システムを設計す るにあた り常 に重要視

しているのは翻訳品質であ る、,現在、 よ り品質の高

い翻訳結果 を得 るため に、新た な機械翻訳 システム

の研 究 開発 を行 ってお り、Java言 語 で 記述 す る こ

とを検討 した。

 機械翻訳 システムの実現 において、その実装に使

用するプログラ ミング言語 に よって実現 する機能が

変化す ることはない。 どの プログラ ミング言語 を選

択す るかが重要で はない とい う考え方がある。沖電

気が 開発 した機 械 翻訳 シス テムPENSEEは 、 C言

語 で記述 され てい る。C言 語 もJava言 語 もプ ロ グ

ラ ミング言語の一種であ り、その実現 の面だけ をと

らえる と大差 はないが、その潜 在能力の違いは大 き

な ものが ある。我 々は、Java言 語 で機 械 翻訳 シ ス

テムの実現 を試みてお りその差 の大 きさを実感 して

いる。

 本稿で は、新た に研 究開発 している機械翻訳 シス

テムの 設計 思 想 と、Java言 語 を選択 した理 由 につ

いて述べ る。Java言 語 の採 用 は研 究 開発 者 に とっ

てメリ ッ トがあるだけでな く、利用 者に とって も大

きな利益があ ることを理解 していただければ幸 いで

ある。

2 PENSEE

 沖 グ ル ー プ は 、 手 軽 に 、 安 く 、 使 い 易 く を コ ン セ

プ ト と し て94年5月 に 機 械 翻 訳 シ ス テ ムWindows

版PENSEEを リ リ ー ス[1]し た 、、 バ ー ソ ナ ル ユ

ー ス を 目 的 と し た 本 シ ス テ ム はPC市 場 の 拡 大 と と

も に ユ ー ザ に 受 け 入 れ られ た 、,こ の シ ス テ ム 以 外 に

もDTPシ ス テ ム と 融 合 し たPENSEE-GV[2]、

「Let's Enjoy lnternet Surfing.」 を 設 計 コ ン セ プ トと

し 、Webペ ー ジ の テ キ ス トを 翻 訳 す るPENSEE for

Internet[3]を 商 品 化 し、 提 供 し て き た

 PENSEEは 、 こ の よ う に 多 種 多 様 な シ ス テ ム ヒで

動 作 して い る,,特 定 の 機 種(OSや コ ン ピ ュ ー タ 〉

に は 依 存 し な い 形 で 設 計 さ れ て い る PENSEEは 、

利用者 との間 をとるMMI部 、 翻訳知識 が格納 され

ている文法 ・辞書部 、そ して翻訳 知識 を解釈 し実行

す る翻訳 エ ンジンの三要素で構 成 されてい る。

 文法 ・辞書は、翻訳結果の品質 を左 右す る重 要な

部分である。 よ り良い品質 を得るため には十分 な文

法 ・辞書が必 要であ るが、短時間で大 量 に用意す る

こ とは難 しい、,そのため、効 率良 く文法 ・辞書 を開

発 で きるこ と、 また コンピュー タの知識が無 くて も

開発で きるこ とを目的 と して、文法 ・辞書の部分 と

それを解 釈 し実 行する部分 とに分けた。文法 ・辞書

の追加 を簡単 に行 うことがで き、品質向上の簡単化

が 図れる。 これに よ り翻訳知識 を豊富 に持 つ 人が 、

効率 良 く、文法 ・辞書を開発 してお り、PENSEEの

翻訳 品質を少ない労 力で高い レベ ルにする ことに貢

献 している、,この実 行部分を翻訳 エ ンジンと呼 んで

いる。

 機 種 に依存す る部分 はMMI部 に 集約 し、新 た な

システ ムで動作 させ る ときは、MMI部 の み を開発

した、,それに対 し、文法 ・辞書お よび翻訳 エ ンジン

は、 どのシステム も同一であ り、変更 は加 え られて

い ない。 どのPENSEEも 同 じ翻訳 エ ンジ ンで動 作

している(J同 じ版で あれば、同 じ文法 ・辞書であ り、

同 じ翻訳エ ンジ ンで ある。

 翻 訳エ ンジンは、小 さなリソース、小 さな メモ リ

ー
、高 い翻訳品質 を目指 して設計 され、C言 語 で記

述 されてい る、,翻訳エ ンジンはどの プラ ッ トフ ォー

ムで も動作す るよう、C言 語 の標準 的な仕 様で のみ

記述す るように してい る、,最新の技術 は、時 として

特定の機種 に依存せ ざるをえない ことがあ るため、

安定 した技術 を使 うように して、 どの機種 に も対応

で きるように細心の注意 を払 って きた,,

3 用例 主導型機械翻 訳エンジン

 イン ター ネ ッ トの拡 大、PCの 普及につ れ、機械

翻訳への期待 も大 き くなって きた、機械翻訳 システ

ムがおかれた環境 も変化 しつつある[4]機 械 翻訳

システムは限 られた利用者だけが使 用するのではな
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く、 より多 くの人たちの利用が始 まっている,,完 全

な翻訳 結果 を得るこ とはで きないが限 られた利用範

囲では十分な能力を発揮 する道具である とい う認識

が定 着 し始 めている,,

 こ れ は、 より現実 的な システムの実現の期待が高

まっているこ とを意味す る。 トランス レー シ ョンメ

モ リーの ような翻訳例 を格納 し出力する機能 を重視

した翻訳を しない翻訳者 支援 システムの要求 も高 ま

り、文法 ・辞書 もユ ーザでカス タマ イズ[5]し た

い とい う希望 もよ り強 くなって きている。 また、 コ

ンピュー タの能力の向上 、先端技 術の開発に よ り、

それ らの実現 の可能性 も高 くなって きた。

 "機 械翻訳 の現状 と今 後の動向"[4]で も解説 さ

れている ように、機械 翻訳 システムの翻訳品質の向

上には、大量の翻訳 知識 が必 要であ る。機械翻訳 シ

ステムの実現 では、多量でかつ高品質な翻訳知識 を

システム内で どう表現 し実現 す るか、 また、 どの よ

うに して最適な翻訳 知識を選択 し翻訳過程 に適用す

るかが重要である。ルールベー スの機械翻訳 システ

ムでは、翻訳知識であ るルー ルの追加 コス トの増大、

ルー ル間の衝突の制御 に課題 を持 ち、将来翻訳品質

向上が飽和 して しまう可能性が ある。PENSEEも 翻

訳知識 をルー ルで表現す るシステムであ り、同様の

ことが予想 された。その ブ レー クスルー技術 として、

知識獲得の研究開発[6],[7]を 行 っている。本

成果 を利用す ると翻訳知識す なわち文法 や辞書 を自

動的 に生成す ることがで きる、,大量 のコーパスか ら

自動獲得 した知識 には確率量 も含 まれてお り、高 品

質の翻訳結 果を出力す る情報 として利用可能 である。

また、テ ンプ レー ト化 され た対訳例 を翻訳 知識 とし

て利用す る事例ベ ース方式の研究 開発 も行 っている、

これは文法 と辞書の垣根 をな くしている、,文法 も対

訳例 として表現 し、辞書 も対訳例 として表現 してい

る.,文 法 も辞書 も同 じ形式 で表現 されているため、

追加 、削 除、 さらに衝突制御 も簡単である、,これは、

より簡単 に翻訳 品質の 向上を行 うこ とがで き、知識

獲得 した翻訳知識 も簡単 に組込 むこ とがで きる。 日

英 とい う対訳 だけでな く日英独 とい う対訳 も処理 す

るこ とがで きるため、他 の 言語対の翻訳へ拡張 も容

易である,,

 こ れ らの研 究の成果である新たな技術は、既存の

翻訳エ ンジンとはな じまない PENSEEの 翻 訳エ ン

ジンは、木構 造の処理 を中核 と してい る.ル ー ルベ

一 ス方式では
、述部 をルー トに し、}三部や 目的部 を

枝 に して処理す るため 、木構造 を簡 単にかつ 高速 に

処理で きることが重要視 されて きた、、これ にパ ター

ン処理 を初め とす る新 たな枠組 を加 えることは難 し

いため、新た に翻訳エ ンジンを検討す ることと した、,

これ を用例主導型機械翻訳エ ンジ ンと呼 び、C言 語

ではな くJava言 語 で 記述 し実装 を している[8]。

4 Javaと 機 械翻訳 システム

 用 例 主導 型機 械 翻訳 エ ン ジ ンの 設計 で は、Java

言 語 を採 用 した。Java言 語 を採 用 す る一一番 大 きな

理 由は、オブ ジェ ク トにあ る。我 々は機械翻訳 シス

テムをプロ グラム と して とらえるのでは な く、 オブ

ジェ ク トとして考 えてい る。手順の集 まりと して提

供す るのではな く、 オブジェク トとして提 供 したい

と考 えている。機械翻訳 システムは、それ単独の シ

ステムではない,,機 械翻訳 システムの利tfJは 、 情

報の収 集のため に翻訳 した り、 ワー ル ドワイ ドに流

通する ドキ ュメン トを作成す るため に、 また使用言

語が異な る人達 との コ ミュニ ケーシ ョンのため に翻

訳 を行 ってい る,翻 訳 は目的で はな く手段であ る、,

機 械翻訳 システムの利用 も手段であ り、 目的 を果 た

す システ ムとの連動 は当然 のことであろ う、,現在 も、

Webペ ー ジの翻 訳(HTML翻 訳)や 文書処 理(例

えば ワー ド、一太郎)と の親和性 を差別化技術 と し

て提供す るシステム もある,,機 械翻訳 システム単独

で利用 され るよ り、他 のシステムと連動 した り、他

の システムか ら呼 び出 された りす るのが 当た り前 と

なる。そ うなる とプログラムと してでは な く、オブ

ジェク トと しての完 成度が求め られ る。

 オ ブジェ ク ト指 向言語はすで に数多 く提案 されて

いる オ ブ ジ ェ ク トを指 向す るので あ れ ば、Java

で な くて もいいか もしれない,,我 々は機械 翻訳 シス

テムをオブ ジェ ク トに向かって設計 しよ うとしてい

るの ではな く、オブ ジェ ク トとして捉 えている,、オ

ブジェ ク トが大前提 である,,こ れをコ ンセプ トとし

ていてかつ身近に使 用で きるプロ グラ ミングf5語 と

しては現 在の ところJava言 語 しか ない。

 Java言 語 の採 用は 数 多 くの メリ ッ トを もた らす,

システム全部 もオブ ジェク トであ り、 システムの 一

部 もオブ ジコ.ク トである,、オブ ジ⊥ ク ト単位 で簡単

に変更がで きるため 、システムのバー ジョンア ップ

が容 易で あ る Java言 語 で記述 した アブ リケ ー シ
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ヨンは、プ ラッ トフォームに依存 しないため 、 どの

コンピュー タで も動作可能である。 さらにネ ッ トワ

ー ク上での分散処理に も簡単に対応 で きる。

 また、 システムの構成部品 もオブジェク トであ り、

APIが 定 義 されている。例 えば形態素解析APIが あ

る。これに よって機械翻訳 システムだけでな く自然

言語処理を行 うアプ リケー ションシステムから形態

素解析機能 を呼び出す ことが可能 となる。

 さ ら に、翻訳 エ ンジ ンもAPIと して定義 され る。

これは、エ ンジンの入れ替えがで きるため、話題 に

応 じて利用者の好みの機械翻訳 システムを利 用す る

ことがで きることを意味する。

5 お わ りに

 機 械翻訳 システム は、それ単独で利用するシステ

ム とい うよ り、 ネ ッ トサー フ ィンやワープロや、 よ

り大規模 なシステムの一部 と して動作 すべ きである

と考 えてい る。機械翻訳処理技 術のみな らず多 くの

機能 をオブ ジェク トと して定義 し提 供 してい くこ と

が重要であ る。

 過 去 、ソフ トウエ アは、完結 した システム として

提供 されて きた。 しか し、類似の ソフ トウエアを個

別 に開発 した り、同一の機能に対 してそれぞれMMI

を開 発す る時代では ない。特徴を持 ったエ ンジンが

複数存在 し、共存す る時代に なる と考えている、、

 技 術動向調査委員会が提案 した電子化言語情 報の

共 有化[9]と 同 様 、自然 言語 処理 用APIの 定 義

とその標準化 も重要 なテーマ となるであろ う。その

時代 に は 』avaに 代 表 され るフ レー ム ワー クの しっ

か りした オブジェク ト指向言語の果たす役割 は大 き

い と考 えてい る、,
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国際会議参加報告

ICCPOL'99報 告

東京大学大学院 理学系研究科 情報科学専攻 辻井研究室 野畑 周

 3月24日 か ら26日 の3日 間 、 徳 島 で 開 催 さ れ た

ICCPOL'99(the 18th International Conference on

Computer Processing of Oriental Languages)に 参 加 し

た の で 報 告 す る 。

全 般 に わ た る も の で あ っ た 、,全18セ ッ シ ョ ン の う ち

Character Recognition, Information  Extraction,

Morphological Analysisが そ れ ぞ れ2セ ッ シ ョ ン を 占

め た 。 各 セ ッ シ ョ ン 名 は 以 下 の 通 り:

1.概 要

 璽CCPOL'99で は 、徳島大学 を会場 と して110件(口

頭 発表67件 、ポス ター発表37件 、デモ ンス トレー シ

ョン6件)の 発表が行われた。国別では 、開催国で

ある 日本が最 も多 く53件 、以下韓国か ら41件 、中国

(香 港 を含む)か ら7件 、台湾か ら6件 の発表があ

り、 アジア地域以外か らも3件 の発表が あった。

 1日 目の午 前 に辻 井潤 一教 授(東 大)に よって

"NLP Techniques for Intbrmation Extraction and

Information Retrieval"と 題 して基調講演が行 われ 、

ひき続いてJong-Hyeok Lee教 授(Pohang University

of Science and Technology,Korea)に よ る韓 日 ・日韓

翻訳 システムの紹介 ・デモ ンス トレーシ ョンが行 わ

れた。

 そ の後口頭発表 は2会 場で並行 して行 われ、1日

目の午後 には4セ ッシ ョンの発表があ った。2日 目

は6セ ッシ ョンの 口頭発表が行 われ た後 、4会 場 に

分かれてデモ ンス トレーシ ョンとポ ス ター発表が行

われた。3日 目は8セ ッシ ョンの 口頭発 表が あ り、

3日 間 を通 じて朝早 くか ら夕方 まで精力 的に発表 と

議論が行 われ た,,

 論 文 発表以外 に も特色あ る催 しが用意 されていた。

1日 目の夕方 にはバ ンケ ッ トが 開催 され、地 元の阿

波踊 りグルー プによって阿波踊 りが披露 されたあ と、

簡単 な指導の もとに参加者 も一緒 に阿波踊 りを踊 っ

た。2日 目には、徳島 に本社 を置 くソフ トウェア開

発会社 ジャス トシステムの見学 ツアーが催 された 、

2.論 文発表

セ ッシ ョンと して立 てられた分野 は自然言語処理

・Character Recognition X1
,11)

・Corpora and Tagging

・Error Recovery

・General Applications

・Image and Cross‐Language Retrieval

・Information Extraction (1
,II)

・Machine Translation

・Morphological Analysis(1
,II)

・Natural Language Interface

・Natural Language Undcrstanding

・Parsing

・Semantic and Disambiguation

・Text Categorization

・Retrieval Algorithms

・Voice Processing

デモ ンス トレーシ ョン ・ポス ター発 表は特 に分野 ご

とに分け られ ていなかったが、同様 に多岐の テーマ

にわた って研 究が 発表 されていた 、

 以 下、参加 した口頭 発表のセ ッシ ョンについて 簡

単 にふれ たし㌔

Information Extraction (1,11)

 2セ ッシ ョンで7件 の発表が あった,、定型的 なデ

ー タを出力す る本来の情 報抽 出に関す る発 表が1件

あ り、新 製品情 報 の抽 出結 果を実際 にWWW r_で

見 ることがで きるよ うになっていた,、他 には情 報抽

出や機械翻訳 システムのためのバ ターンや 単語 クラ

スタの 自動獲得 に関する発表が3件 、特定の 文字列

の抽出 に関す る発 表が2件 あ り、情 報抽出 システム

のための知識 デー タの自動 獲得 に関す る関心が高 ま
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ってい ることを感 じさせた。文章要約 に関する研 究

で は、 クローズ ドキ ャプシ ョンのため に情報量 を変

えず に文章 を短縮す るための手法が提案 されていた。

Machine Translation

 中韓 、日韓 、韓 日、日中の4つ の機械翻訳 システ

ムにつ いて発表があ った。中韓翻訳 システムにおい

てはパ ター ンマ ッチ ングと統計的手法 を組み合わせ

た機械翻訳 システムの枠組が提案 され たが、その他

は システム自体 とい うよ りも各システムの要素技 術

に関す る発表が 主で あった。 日韓翻訳 システム につ

いては、 日本語 の 「て」の訳 し分け に関す る曖昧性

解消の手法が提案 ・評価 された。韓 日翻訳 システム

につ いては、韓国語 名詞の多義性解消 をコーパスか

ら教師 な し学習 によって行 う実験が報告 された。 日

中翻訳 システムで は、 トレーニ ングコーパ スか らパ

ター ンを獲得 し、それ らを用いて翻訳結果 を後処理

す るこ とによって翻訳の精度 を向上す る手法が提 案

・評価 された。

Image and Cross‐Language Retrieval

 2件 の発表が あった,、1件 目は 、天気図の画像か

ら中国語の説明 文を自動的 に生成す るとい う研 究で

あった,,得 られ た説明 文を画像 に対応づけて保存 し

てお き、情報検索 に利用 しようとす るものである。

 2件 目 は、英 日 のCross-Language Information

Retrievalに お けるqueryの 翻 訳手法 につ いてで あっ

た。queryと して与 え られ た英 語の 複合語 を、各単

語 の辞書引 き結果 とその結合確率 によって 日本語に

翻訳 し、情報検索 を行 うとい うものである,,

Text Categorisation

 4件 の 発表があ った,,1件 は 情報検索 の精度 向上

に関す る研究であ り、情報検索 を した結 果得 られた

記事 について クラスタリングを行ない、それ らの ク

ラスタをqueryに 対 して さらにラ ンクづけす ること

で検索の精度 を向 ヒさせる研 究が発表 された テ キ

ス ト分類 については、 シソー ラス ツー ルを川いてテ

キス ト分類 を行 う研 究が発表 された,,ト レーニ ング

コーバ スか ら、 各クラス タに対応する概 念ベ ク トル

を シソーラス ツール によって作成 し、テス トコーパ

スの各テキス トに対応す る概念ベ ク トルをそれ らと

比較 して分類 を行 うとい うもので ある。 ウェブペー

ジの分類 についての研究では 、分類す るための情 報

の質を良 くする手法が提 案 ・評価 され た。 キーワー

ドなどの素性 とHTMLタ グ に よって 示 される文 書

構造 とに対 してMemory Based Reasoningを 適 用 し、

ノイズを減 少 させて テキ ス ト分類の精度 を向上 させ

る とい うものである。 また、 クラスタに分類 された

テキス トか ら、各 クラスタの特徴 を示す素性 を自動

的に取 り出す研 究 も発表 され た。

Ercor Recovery

 3件 の発表があった。3件 とも異なる対象につい

てエラー回復を行う手法を提案 していた。まず自然

言語 インタフェース上で与えられた入力文を対象と

して、文の誤 りを修正するシステムの速度を向上さ

せる手法が発表 された。また新聞記事の見出しを対

象とし、格助詞の欠落を補 う手法が発表 された。

OCRの 文字認識結果を言語的知識 を用いて修正す

る研究では、大規模なコーパスを基に誤って認識 さ

れている可能性が高い文字を認識 し、それらを修正

するための単語の候補を生成 し、形態素情報や統計

によって最適な修正候補を選択するという手法が発

表 された。

Retrieval Algorithms

 4件 の 発 表が あったが、 うち3件 は情 報検索 に用

いるための デー タを効率 良 く生成するための研 究で

あ った。 トラ イ構造 にキー ワー ドを2値 ベ ク トル化

して格納 してい くこ とで情 報検索 に有効 なデー タベ

ースを効率良 く作成す る手法 や
、 リンクを導入 した

トライ構造 によってデー タベ ースを よりコ ンパ ク ト

に作成 する手法 、 またn-gramを 効 率良 く構 成す る

ための手法が提案 ・評価 された,一 方 、情 報検索 に

限 らず、 自然言語処理一般 につ いての ッールキ ッ ト

の枠組が提 案 され た。

Morphological Analysis(1,IU

2セ ッシ ョンで8件 の 発表があ った、形態 素解析
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システム自体の精度向上に関する研究が2件 あった。

一方は形態素解析の品詞付けの誤 りや切 り分け誤 り

を後処理によって修正するという手法であり、他方

はHMMに 語彙情報を付加 して拡張 していく手法で

ある。また、辞書のデータ構造を改良して形態素解

析を高速化する研究も2件 あった。単語の切 り分け

手法に絞った研究は2件 あり、遺伝的アルゴリズム

を用いて中国語の単語切 り分けを行 う手法や、PPM

*ア ルゴリズムを用いて日本語の単語切 り分けを行

う手法が提案 ・評価された。日本語仮名漢字変換シ

ステムについては、連語に関する トレーニングコー

パスを用いて精度を向上させる研究が発表された。

また韓国語において、特定の分野に対 して語形情報

・統語的情報のルールを統合 して形態素解析を行う

枠組が提案された。

3.全 体的な印象

 アジア地域の言語に関する会議 ということでひと

つ気になった点は、発表において対象とする言語の

例を出す ときには注意 しなければならない、という

点である。聴衆にとっては、英語でも母国語でもな

い例文 を見せ られる と、い くら口頭 では英語 で説明

され て もその発表 自体 を理解 しよ うとす る気力が減

少 して しまう。発表す る際 には、で きるだけ対 象言

語 に依存 しない例 を用 いて 、多 くの聴衆 に理解 して

もらう工夫 をす る必要 を感 じた。

 総 じて運営 は潤滑 に行 われ、運営委員会の 努力が

しの ばれた。 また 、どちらか とい うと学生の発表者

が多か った ことが印象 に残 った。そのためか質疑応

答 もなごやか な雰囲気で行 われ ることが多か った,,

また、休 憩の間 も盛ん に議論 を されてい る方 々が見

受け られ、で きるだけ この場 を有意義な もの に しよ

うとい う熱心 さが感 じとれ た。

 日本語 ・韓国語 ・中国語 は、計算機 を用いて 自然

言語 処理 を行 う上で、欧米の言語 とは異なる様 々な

問題 を共通 して抱 えてい る。 この ような状況 におい

て、ICCPOLの よ うな会議 の重要性は今後 も高 まっ

て くるもの と予想 され る。

 論 文名 ・発表者名の正確 な情報は、主催 された徳

島大学のホームペ ージ

http:〃iccpol99.is.tokushima-u.ac.jp/mainノ

に記載 されてい るので 、興味 を持たれた方は ご覧い

ただ きたい。

叢務局だよ拶

AAMT事 務局スタッフの交替

 AAMT職 員 、木 谷 恵 さんが3月31日 付 で退職 し、後任 と して高田佳代子 さんが3月23日 か ら勤務 して

お りますので、お知 らせ いた します。

 AAMTジ ャ ーナルの編集 も担 当いた しますので、ぜ ひ、ご指導 ご支援 くだ さい ます ようよろ しくお願 い

いた します、,

舞搬
1

 ti

矯f隷
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学会参掴報告

言語処理学会第5回 年次大会

富士通研究所 富士 秀

〈機械翻訳と学会活動〉

 機械翻訳が製品化されている現在、機械翻訳に関

する研究開発活動は全て公開されているわけではあ

りません。 しか しその一部は今回の言語処理学会の

ような学会活動を通 じて発表されています。

 なお、機械翻訳に関する学会発表は、大学、企業、

研究機関によるものが多く、工学的な立場からのも

のがほとんどといって良いでしょう。

〈言語処理学会とは?〉

 以前は、国内における機械翻訳や多言語処理に関

する研究発表は、い くつかの主要学会の研究会など

で行われてきました。 しかし、1994年 に言語処理専

門の学会である言語処理学会が設立されて以来、多

くの言語処理研究者が言語処理学会に研究発表の場

を求める傾向が進みました。

 言語処理学会の年次大会は今年が5回 目となりま

す。今回の会場は東京都調布市の電気通信大学で、

日程は1999年3月15日 がチュー トリアル、16日 ～18

日が本会議、19日が併設ワークショップでした。

〈発表内容〉

 機械翻訳に関係すると思われる発表を織 り交ぜな

がら、筆者が個人的に興味を持った技術ついてお話

しします。

1.コ ーパ ス(大 量文書群)か らの対訳知識獲得

 今 回の大 会で は、特 に、対訳でない 日本語 お よび

英語コーパスか ら対訳知識 を取 り出す技術 が目立っ

ていたよ うに思い ます、,

 数年 前から、 自然言語処理において コーパスを利

用 した研究が増 え、機械翻訳 で もコーパス中の対訳

知識を利用す るような研 究が紹介 され始め ました。

当初は、英語 コーパ スが 日本語コーパスの完 全な翻

訳 であった り、逆 に日本語 コーパスが 英語 コーパス

の完 全な翻訳であ るような、いわゆる対訳 コーパス

が処理 の対 象と されて きました、、

 しか し、現状では完全な形の対訳 コーパスはあま

り存在 しないことから、対訳ではないがある程度内

容的に対応のあるような日本語 と英語のコーパスを

対象 とするような研究が増えてきました。また、コ
ーパスか らい きなり複雑な対訳情報を取 り出す研究

よりも、単語や複合語などのより基本的な対訳情報

を対象とする研究が増えているようです。

 発表番号A3-4の 「新聞記事における日英対訳

コーパスの自動構築」では、日経の英日記事コーパ

スに対 して記事中の数値情報などを手掛か りとして

大 まかな記事の対応付けを行い、対応の付いた記事

対か ら対訳語句を抽出しています。また、自動的に

対応付けた記事対から、対訳文を抽出する研究も行

っています。

 発表番号P2-3の 「対訳コーパスからの訳語対

抽出における辞書情報の利用について」では、学術

論文抄録データベースを対象として、対訳専門用語

を抽出する実験を行っています。研究では、 「専門

用語の対訳要素対列は、その周辺に、辞書中に存在

するような対訳要素対を持つ場合が多い」 という仮

定の もとに分析を行い、分析データをもとに対訳語

句の自動抽出を行っています。

 発表番号Ql-2の 「言語横断検索システムQuesd

は、機械翻訳に関する発表ではありませんが、言語

横断検索用に対訳語句の判定を行っています,.日 英

の学術論文データベースを処理の対象としています。

複合語に対する訳語を確率モデルを用いて推定 した

り、翻字(カ タカナとアルファベ ットの対応処理)

を使って対訳語句の対応付けを行っています,、

 発表番号A1-5の 「対訳関係のないコーパスか

らの複合名詞対訳の獲得」では、対訳関係のない2

言語のコーパスから抽出した単語列を、辞書や意味

属性を用いて対応付けを行い、複合名詞対訳を収集

する方法を示 しています、,

2.内 容伝達型の情報と概要提示型の情報

文書分類や文書要約のセ ッションでは、内容伝達
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型(informative)と 概 要提 示 型(indicative)の 区 別

が話題 になっていま したが 、おそ らく機械 翻訳 に も

適 用で きる概念で はないかと思 われ ます。

 例 えば文書要約で考 えてみ ると、読 者が要約文 を

読 んでその文書が必 要か どうか判断 し、必 要な ら原

文 を読 む とい うよ うな使 い方が概 要提 示型 とな りま

す 。これに対 して、読者が原文 を一切読 まずに要約

文 のみ か ら内容 を判断す るよ うな使 い方が 内容伝達

型 とな ります。

 機械翻訳 で も、情報が読者 にとって必 要な もので

あるかを判断す るだけな ら概 要提示型 で十分であ り、

訳文 の内容 を しっか り把握 しなければな らない場合

には、内容伝達型が必要 にな ります。 それぞれにつ

いて、別 の形 の インタフェースや評価 方法 が必 要に

なるのではないで しょうか。

3.多 言語検索

 多 言語検索(ま たは言語横 断検索 〉は、最近注目

されてお り、今 回 も何件 かの発表 があ りました。特

に対訳 キー ワー ドの収集 やキーワー ド変換 に関 して

は、機械翻訳 との共通部分が多い ようです,,

〈発表 タイ トル 〉

 機 械翻訳お よび多言語検索 に関連す ると思われる

発表 を、筆者の独断で ピックア ップ しま した,,

A1-1「 英 日機械翻訳 システ ムにおけ る派生語推

定 とその訳語付 与の改良」

A1-2「 日本語記事 の重要情報 に基づ く英文 ヘ ッ

ドラインの生成」

A1-3「 機 械翻訳 における 自動校 正 と日中翻訳へ

の適用」

A1-4「 多 言語 間翻訳情報 共有システムの開発」

A1-5「 対 訳 関係 のない コーパスか らの 複合名詞

対訳 の獲得」

A1-6「 スペ ル補完 機能 を組み込 んだ英 文作 成 支

援」

A1-7「 ス ク リプ トを用い たハ イブ リッ ド翻訳処

理」

A1-8「 情 態副詞 の翻訳」

A7-1「 原 言語例 文 とその対訳 に関 する質問 に基

づ く意味構造 変換 ルー ルの獲得」

A7‐2"Problems in Translating Modal Expressions"

A7-3「 用 例利用型 翻訳に適 した対話 用例の 自動

作成 につい て」

A7-4「 目的言語 の単 語共起情報 を利用 した訳 語

選択 と未知語 の訳 出」

A7-5「 ク リンゴ ン語翻訳 システムを 目指 して ～

解析編 ～」

A7-6「 中 間概念 としての認識構造の記述形式」

A7-7「 日本語 ・ウイグル語機械翻 訳にお ける単

語接続関係 を用 いた ウイグル語 文の生成方法」

A7-8「 英 字新聞 記事 見出 し翻訳 の自動 前編 集に

よる改善」

A3-4「 新 聞記事 にお ける日英対応 コーパ スの 白

動構築」

A3-5「 マ ルチ リンガル ・コーパ スの作 成」

P2-3「 対 訳 コーパ スか らの訳語対抽 出 にお ける

辞書情報 の利 用について」

A5-2「 情 報検索 の類似尺度 を用 いた検 索 要求 文

の単語分割」

A5-4「 分 類標 数の相互参照 に基づ く多言語 書誌

デー タ検索 システ ム」

Q1-2「 言 語横断 検索 システムQuest

Q1-7「 翻 訳情 報の提 示 による クロス リンガ ル情

報検索結 果か らの 文書選択」

叢
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イベ 》 ト

Language Expo'99 TOKYO報 告

1999年3月26日(金)～28日(日)新 宿NSイ ベ ン トホール

                        富士通研究所 大倉清司

1.概 要

 このExpoは 、 主 に英語 学習、教育、マ ルチ メデ

ィア、留学、キ ャリアア ップな どの情報 を提供す る

もので、今年で4回 目である。英会話 スクールをは

じめ、翻訳会社、パ ソコンを使 った英語学習教材 ソ

フ トの会社 など、多数 出展 していた。会場 内は、「英

語会話 スクール ゾー ン」「キ ャリアア ップゾー ン」 な

ど、9つ の ゾー ンに分 かれてい る。Expoの 来 場 者

は さまざまで、大学生 くらいか ら主婦 な ど、英語 を

勉強 しようとい う人が中心である ようだった。

 今 回注 目 したのは、「マ ルチ メデ ィア教育 ゾー ン」。

マ イクロソフ トが4月 に英語学習用 ソフ トを発売す

る他 、iBMのViaVoiceを 使 った英語 教 育 ソフ ト、

英語の読み書 きを支援 する ソフ トな どを見学 した。

ここでは、個人的に興味 を持 った ものに限定 して報

告す る。

2.辞 書 ソフ ト

2.1「English Navigator」(オ ムロ ンソフ トウェア株

式会社)定 価14,800円

http://www.omronsoft.co.jp/

 英 語 の読 み書 きを強力 にサ ポー トす るソフ ト。英

語の読 みについては、英語 をマ ウスで クリ ックする

(ま たはなぞる)と 辞書引 きして くれ るとい うもの,、

また、ブラ ウザ な どで英語 を読 むときに、 「大学入

試 レベル以 上の単語 を まとめ て辞書引 き」 などとい

う機能がある,

 英語 を書 くための機能 はなかなか の もの。F12を

押 す と、MS-IMEとEnglish Navigatorが 融 合 してア

プ リケーシ ョン(例 えばWord、 Excel、 メモ帳な ど)

に は りつ く、,その状態で 、例 えば

yuuenchi

と入 力 して変換 キー を押す と、普通にカナ漢字 変換

したよ うに 「遊園地」な どと候補 一覧が出て、そこ

で→(右 矢印)キ ー を押す と、遊 園地に相当する英

語 が出る。 また、ittaと 入 力 して 変換す る と、「言 っ

た」の 場 合 には 「said」、 「行 っ た」で は 「went」 な

どとちゃんと過去形 に して くれる。 あい まいな単語

入力(unders[*と 入 力)も で きる。

3英 語教育 ソフ ト

3.1「Native World」(沖 北陸 システム開発)定 価 ス

ターターキ ッ トで24,800円

http://www.okisoft.co.jp/osg/ohsd/index.htm

 昨 秋 、平岩賞 「ソフ トウェア ・プロダ ク ト ・オブ

・ザ ・イヤー'98」 に選 ばれた英 会話学 習 ソフ トで

あ る。

 大 き く分 けて 「練習 ステージ」「会話 ステージ」 に

分かれ てい る。「練習 ステージ」で は ビデオな どを見

なが ら単語や フ レーズの練習 、 ヒア リング、発話練

習がで きる。 自分が発話 した文章 は録音 され、ネイ

テ ィブの発音 と聞 き比べ ることがで きる。

 「会話 ステー ジ」で は、画面上 の外国 人と会話 を

して進 んでい くが 、自分 の発話 によってス トーリー

の展開が変 わって くる。 また時 と場 合によって は同

じことをい って も相手の 反応が違 うので 、実践的 な

力がつ く。

3.2「 英 語 の魂①」(日 本ユ ニ シス ・ソフ トウェ ア

(株))定 価19,800円

http://www.usk.co.jp/eitama/

 IBM社ViaVoice搭 載,,以 下 、も らった資 料 か ら

転載(一 部省略)。

 「英語の魂①」4つ の特徴

(1)「英 語の基礎」(中学3年 ～高校1年 レベ ル)が 体

 系 的に整理 されて ます。

 ※ 各基本 重要文型単位 には全て音声 ・動 画 ・静止

 画 等の豊富 な例題 が添付 されて ます 、、

(2)-L記 重 要文型が参加型 ドラマ、 音声認識機 能、

 ミュー ジカル等で感覚 的 に学 習で き ます,、約300

 画 面 の音声認識 トレーニ ング、重要 文型マス ター

 で 「英語 の反射神経」 が鍛 え られ ます,,聞 く ・話
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 す ・読 む ・書 く等 のバ ラ ンスの 良い英語力 が身に

 つ きます。

(3)学 校 現場での副教材 、社会 人の為 の 「英語 や り

 直 し」用途 に向い てい ます。音声 トレーニ ング ・

 重 要文型マ スタは中学英語教科書の対応 メニュー

付です。

(4)翻 訳 者 ・通訳 者か らも評価 の高 い見出 し語104

 万 語 の高性能電子辞書 を添付 して ます。 自動意味

 表 示 ・辞書編集等 の機能がつい てお り学習 ・仕事

 ・インターネ ッ ト等 に最適です。

3.3「Microsoft ENCARTAイ ン タラクテ ィブ英会

話」(マイクロソフ ト(株)) 定 価12,800円

http://www.asia.microsoft.com/japan/products/reference.

htm

 4月 は じめ発売のマ イクロソフ トの英 会話学習 ソ

フ ト。 この ソフ トは、今 まで の英 会話学習経験者 の

悩みの声 を もとに、マ イクロソフ トのソフ トウェア

技術 を結集 して生 まれた英 会話学習 ソフ トで、 「学

ぶ」 よ り 「慣 れる」、「飽 きず に学習 を続 ける」 ため

の工夫 をこら した、今 まで とは異 なる タイプのソフ

トであ る。 この ソ フ トは、ECCの 授 業で 正式 採用

とのこ と。

 実 際 にデモを見た。 まず、プラ ンナー とい う画面

で 、自分の学習 プラ ンをたて、それにそって学 習 し

てい く。学 習は、 ビデオを見、聞 きなが ら、会話を

学ぶ とい うもので、会話 ス ピー ドも調節 で きる(遅

いス ピー ド、ナチュラルス ピー ドで、別 々に録音 し

た とい う)。また、聞 きとれなかった らその部分を文

字 で画 面に表示 した りで きる、,その 日本語訳、文法

解 説、単語 帳 も表示で きる,,こ の ように して学習 し

た成果 を試せ るのが、3Dバ ーチ ャルチ ャレンジ。

これは、3Dグ ラ フィックスの中を行 き来 して、 そ

こにいる人た ちと会話す るとい うもの(人 をク リッ

クす る と、その人が動いて本当 に会話 して るような

感 じになる)。会話次第で場面の展開が違 って くる、、

3.4「ALC NetAcademy」(日 立 ソフ トウェアエ ンジ

ニア リング(株)) 1ラ イセ ンス ・1年 で35,000円

(最低購 入ラ イセ ンス:30ラ イセ ンス)

http://www.hitachi‐sk.co.jp/Products/ALC/

 イ ン トラ ネ ッ トを使 用 した、TOEICの た め の英

語学習教材。 デモ を一通 り見せ て もらった。4部 で

構成 され ている。

(1)TOEIC診 断 テス ト。TOEICの 模 擬試 験 を受 け

 る。試験形態 は本番 と一緒 だが、全部 で20分 で模

 擬 試験が終 る ように なっている、、

(2)Listeningの 学 習:聞 く力 をつ け る。面 白 い と

 思 ったのが 、 「slow」 ボ タンを押 す と、英語 の読

 ま れる速 さが遅 くな るのだが、 もとの英語 は1つ

 で 、コ ンピュー タ処理 によ り速度 を早 めた り遅 く

 した りす る、 とい うもの,、なお、速 さが変わって

 も声 の高 さは変わ らないので面白い、,

(3)Readingの 学 習:読 む力 をつけ る。 ここで特 徴

 的 なのが 、読 む速 さを自分で指定 で き(200wpm

 な ど。wpmは 、 words per minuteの 略 〉、それ にあ

 わせ て英語 文が表示 されてい くとい うもの,,「 フ

 レー ズ リー デ ィング」、「キ ー ワー ドリー デ ィン

 グ」 な どがで きる。 自分が読んだ実際 の速 さも表

 示 され、内容 については質問に答えて理解 度がわ

 か る ように なってい る、,

(4>テ ス ト:学 習成 果 をは かる、,TOEIC模 擬 試 験,
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事務局総より

協 会 活 動 報 告
 (1999年1月 一3月)

理 事 会  3月30日

運 営 委 員 会  1月26日

           3月3日

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

編 集 委 員 会

ネットワーク翻訳研究会

イン ター ネ ッ トWG

機械 翻訳 白書WG

3月24日

1月22日

2月26日

3月19日

1月22日

2月26日

3月19日

3月19日

1月18日

2月23日

2月12日

1月18日

3月19日

①1999年 度事業計画案 ②1999年 度収支予算案

③決算理事会および総会 日程

①来年度事業計画 ②シンガポールサ ミット企画 ③サ ミット合同会議

①来年度事業計画および予算 ②総会、理事会の計画

③ シンガポールサ ミット

①1999年 度事業計画案 ②1999年 度予算案 ③ シンガポールサ ミッ ト

④MT白 書

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査の進め方

③MT白 書への取 り組み

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査の回答報告

③ユーザー調査の進め方

①技術委 との合同会議 ②MT市 場調査のフォロー

③MT白 書への協力

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査の進め方

③MT白 書への取 り組み

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査の回答報告

③ユーザー調査の進め方

①市場委との合同会議 ②MT市 場調査のフォロー

③MT白 書への協力

①AAMTJournal No.25の 反省 ②AAMTJournal No.26の 企画

③ホームページ企画

①JST対 訳データ評価 ②ホームページ翻訳評価 ③MT白 書協力

①対訳データの評価 ②Webペ ージ翻訳の評価 ③来年度の方針

① メーリングリス トの進め方

②本年度の活動のまとめ と来年度の取 り組み

①技術委、市場委の活動報告 ②MT白 書の企画審議

①MT白 書の基本方針 ②予算および委託方法 ③来年度の取 り組み

MT Summit VIIプ ログラム委員会

           1月26日 ①プログラム、実行の両委員会合同会議

               ②企画、委員名、スケジュールの確認 ③これからの分担協力

MT Summit VII実 行委員会

           1月26日 ①第1回 目の挨拶、紹介 ②シンガポールサミットの企画書、名簿の承認

               ③これからの分担協力

           2月9日 ① シンガポールサ イドとの役割分担と連絡 ②予算の考え方

               ③推進体制づ くり

           3月3日 ①企画準備状況 ②シンガポールサ イドとの調整 ③予算、後援、広報
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